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❸⑨教科横断型授業 授業案 
学習指導案 

大野藍子・仁科美奈子・比留間葉月 
日時

令和 年 月 日（金） 限 年 組

目的

「わかる」とは何かを考える

内容

国語の授業で扱った教材から「見える」とは何か、を取り上げ見える不思議を体験する

体験を通して「不思議（知りたい、わかりたい）」を共有し、そこから「わかる」とは何かを自分ごと

として捉えさせる

本時の展開

時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価規準 評価方法

導入

分

大野

本時の目標

「わかる」とは何かについて

（評論 白紙より）体験を通し

て理解することを説明する

・評論 白紙（森田 真生）につい

て触れ、その中の「見える」とは何

かについて体験することを説明

導入

分

比留間

「見える」とは何か

模型を用いて見えるとは何か

を光と眼の構造に触れながら

説明する

・光、瞳孔、水晶体、網膜について

説明

実験

分

比留間

「盲斑」の実験

プリントを用いて自分の視野

には見えない領域があること

を体験する

・プリントを用いて実験方法の説明

・生徒にやってもらう（個人活動）

・プリントを前後に動かしたとき、

星印がどうなったのかを書き出して

もらう

・実験結果について

まとめられているか

（表現）

まとめ

分

比留間

盲斑の説明

視野に見えない領域があるこ

との確認（盲斑が何なのかにつ

いては説明しない）

実験

分

比留間

視野の色が認知できない領域

の実験

視野の端では色を認知するこ

とができない。普段意識してい

ないが実験を通してこれを体

験する。

・演示によってやり方を説明

・実験（グループ活動）
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❸⑨教科横断型授業 授業案 
学習指導案 
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分
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分

比留間
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を光と眼の構造に触れながら

説明する

・光、瞳孔、水晶体、網膜について

説明

実験

分

比留間

「盲斑」の実験

プリントを用いて自分の視野

には見えない領域があること

を体験する

・プリントを用いて実験方法の説明

・生徒にやってもらう（個人活動）

・プリントを前後に動かしたとき、

星印がどうなったのかを書き出して

もらう

・実験結果について

まとめられているか

（表現）

まとめ

分

比留間

盲斑の説明

視野に見えない領域があるこ

との確認（盲斑が何なのかにつ

いては説明しない）

実験

分

比留間

視野の色が認知できない領域

の実験

視野の端では色を認知するこ

とができない。普段意識してい

ないが実験を通してこれを体

験する。

・演示によってやり方を説明

・実験（グループ活動）

まとめ

分

比留間

「見える」の不思議について

視野の端では色を認知するこ

とができない（普段意識してい

ない）

実験 の内容も振り返り見える

ことは当たり前ではなく、不思

議なことであることを共有す

る。

・実験内容をまとめさせる

・視野の端では色を認知できないこ

と、（実験 より）視野には欠けてい

る領域があることを確認する

・不思議やもっと知りたいと思った

かを発問する

・その知りたいと思うことが評論中

にある「白紙と向き合う」始まりに

なると伝える

・知ろうとする時には様々な方法を

とってアプローチすることを説明

（試行錯誤し、答えも分からない≒

白紙に対峙する）

演示

分

仁科

眼の中がどうなっているのか

確認

写真で眼の中の構造の共有

・網膜がどうなっているのかを中心

に説明

分

大野

「わかる」とは何かを実体験か

ら共有する

「わからない自分が白紙と向

き合い、〜ある瞬間「わかった」

自分に変わる」体験を自分のこ

ととしてあげられる

・評論の中の一文より、自身の体験

から「わかった」ことの今までの体

験をあげさせる

・「わかった」からで

きるようになる、と捉

え生徒が「勉強でなく

とも、できなくても自

らの試行錯誤ででき

る（わかったから）よ

うになったこと」をあ

げられるか、を確認

（部活動で、などの縛

りは伝えない）

（主体性）

まとめ

分

大野

共有とまとめ

生徒間でわかった経験をあげ

させる

また今回の授業の目的である

「わかる」とは何か、を体験を

通じて認識できたかを確認す

る

・グループごとに共有させる

（具体化）

・目的の確認

体験を通し、さらに自分ごとに落と

すことで文章をより深く読めたか、

も確認する

・「わかる」ことは「自力で成し遂げ

るもの」であることを確認する（そ

の瞬間が何ものにも代えがたい喜び

であることも伝える）

まとめ

分

大野

・感想、まとめの記入
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本時を通して共有したいこと（見てほしい部分）

・生徒が教材をより深く学ぶことができているか

・「ゆるやかなコラボ授業」として生徒の「つながる学び（以下参照）」をサポートできたか

・「普段の授業に他教科の視点を入れ実施する」ことの効果

コラボ授業までの道のりと印象深い生徒たち

・ 年理系 クラスで実施

このときは「実験を通し、もう一度評論を読んで気づいたことを書こう」とした

→ほとんどの生徒が実験でやったことと評論のつながりを書けなかった

【振り返り】

・目的がふんわりしてしまったので、生徒に伝えたいことが伝わらなかった

・その後文理混合クラスで実施

前の時間の反省を踏まえ「実験を通して不思議が見つかる→自分ごとにするために（評論中にある）

足元の「不思議」をあげてみよう」とした

→生徒の回答には「なぜ手が動かせるのか」「眠くなるのはなぜ」など身近な不思議が上がる

→中には「小指をぶつけると痛いのはなぜ」など本当の足元の不思議をあげる者も……

→授業後に

「この授業は国語なの？生物なの？」とすごい勢いで迫ってくる生徒もいた（枠にはまっていない今

までにないアプローチに不安を感じた？）

【振り返り】

・不思議をあげよう、ではこの評論が伝えたい「白紙に向き合う」ことが伝わり切らないことがわかっ

た

・生徒は評論の段落ごと、さらには教科ごとのつながりをもっていない（思考が止まっている？考えな

いことで安心していたい？）

今回の試みも「なぜ国語で生物？」となった生徒が多い？

→振り返りを踏まえて

・不思議の体験（実験を通して）【具体化】

・不思議（知りたい、わかりたい）≒白紙と向き合うスタートであることの共有【抽象化】

・不思議（知りたい、わかりたい）→白紙と向き合う（試行錯誤や失敗）→「わかった」自分に変わっ

た（わかったからできるようになった）体験を出す、共有【具体化】

というつながりを意識して授業を再構成

生徒の回答を回収後、今後の指導に活かす予定
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コラボ授業までの道のりと印象深い生徒たち
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→ほとんどの生徒が実験でやったことと評論のつながりを書けなかった
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・目的がふんわりしてしまったので、生徒に伝えたいことが伝わらなかった

・その後文理混合クラスで実施

前の時間の反省を踏まえ「実験を通して不思議が見つかる→自分ごとにするために（評論中にある）

足元の「不思議」をあげてみよう」とした

→生徒の回答には「なぜ手が動かせるのか」「眠くなるのはなぜ」など身近な不思議が上がる

→中には「小指をぶつけると痛いのはなぜ」など本当の足元の不思議をあげる者も……

→授業後に

「この授業は国語なの？生物なの？」とすごい勢いで迫ってくる生徒もいた（枠にはまっていない今

までにないアプローチに不安を感じた？）

【振り返り】

・不思議をあげよう、ではこの評論が伝えたい「白紙に向き合う」ことが伝わり切らないことがわかっ

た

・生徒は評論の段落ごと、さらには教科ごとのつながりをもっていない（思考が止まっている？考えな

いことで安心していたい？）

今回の試みも「なぜ国語で生物？」となった生徒が多い？

→振り返りを踏まえて

・不思議の体験（実験を通して）【具体化】

・不思議（知りたい、わかりたい）≒白紙と向き合うスタートであることの共有【抽象化】

・不思議（知りたい、わかりたい）→白紙と向き合う（試行錯誤や失敗）→「わかった」自分に変わっ

た（わかったからできるようになった）体験を出す、共有【具体化】

というつながりを意識して授業を再構成

生徒の回答を回収後、今後の指導に活かす予定

評価

スライド・構成

プレゼン
・英語表現

研究内容

5 4 3 2 1

すべてのスライドにおいて見やすい工
夫がされており、全体を通して伝えた
いことがわかりやすい構成である

すべてのスライドにおいて不要なもの
や改善の必要がなく整理され、全体
を通して伝えたいことがわかる構成
である

改善した方が良いスライドがわずか
にあったが、全体を通して伝えたいこ
とがおおむねわかる構成である

情報が伝わりにくいスライドがあった
り、全体を通して伝えたいことがわか
りにくい構成である

情報がわからないスライドがあった
り、全体を通して伝えたいことがわか
らない構成である

原稿に頼らず発表し、わかりやすい
発音・速さ・語彙で，内容のすべてに
おいて不明な部分がない発表である

原稿に頼らず発表し、適切な発音・速
さ・語彙で，理解できる発表である

原稿に頼った部分がわずかにあり，発
音・速さ・語彙に一部不明なところが
あったが，おおむね理解できる発表で
ある

原稿に頼ることが少しあり，わかりに
くい発音・速さ・語彙で，あまり理解で
きる発表ではない

ほとんど原稿に頼ったプレゼンになっ
ており，わからない発音・速さ・語彙
で，発表をまったく理解できない

きちんとした研究になっていて，質疑
応答を含め自分たちの研究内容を深
く理解している。

おおむねきちんとした研究になってい
るが，自分たちの研究を理解・説明で
きない部分がわずかにある。

研究としてまとめきれていない部分
が少しあったり，自分たちの研究を理
解・説明しきれていない部分が少しあ
る。

研究としてまとめきれていなかった
り，自分たちの研究をきちんと説明し
きれていなかったりする。

研究としてまとめきれていなかった
り，自分たちの研究をきちんと説明し
きれていなかったりする。

研究内容
・研究テーマが明確で、課題設定が適切
・説得力のある考察がなされている
・探究の意義が明確に伝わる

・研究テーマと課題設定が適切
・考察に齟齬がない
・探究の意義を示している

・研究テーマと課題設定が適切
・考察にやや飛躍がある
・探究の意義が伝わる

・研究テーマと課題設定が曖昧
・データが不足し、考察も浅い
・結論が示されず、意義が不明

・研究テーマと課題設定に乖離
・データが不足、または考察に穴
・探究の意義が伝わりにくい

スライド
・構成

・情報が論理的に整理され、伝えたいことがわ
かりやすい構成
・すべてのスライドにおいて見やすいデザイン
である
・図や表、グラフの表現が適切で効果的

・情報が整理され、伝えたいことがわかる構成
・デザインの改善が必要なスライドがわずかに
ある
・図や表、グラフの表現が適切

・情報整理はできているが、一部伝わりにくい
構成
・一部にデザインの改善が必要なスライドが目
立つ
・図や表、グラフの表現に不明確さあり

・情報が整理されず、スライド全体の構成がわ
からない
・全体的にスライドのデザインに工夫がなく、伝
えたいことがわからない
・図や表、グラフが機能していない

・情報の整理が今一つで、スライド全体の構成
がわかりにくい
・全体的にスライドのデザインが雑で、文字や
図表の配置に見にくさが目立つ
・図や表、グラフが適切に使えていない

プレゼン・発
表態度

・話し方が明瞭で声量が適切
・聞き手を引き込む表現力がある
・質疑応答も含め堂々と発表している
・各項目の時間配分が適切である

・話し方、声量ともに適切
・聞き手がわかりやすい表現をしている
・質疑応答も含め堂々と発表している
・やや違和感を抱く時間配分である

・話し方、声量のいずれかがやや不明瞭
・聞き手を想定した表現をしている
・質疑応答も含め、落ち着いた発表
・違和感を抱く時間配分である

・話し方、声量ともに不明瞭
・一方的な表現になっている
・質疑応答も含め、心配になる発表
・発表時間を大きく超過している

・話し方、声量ともにやや不明瞭
・聞き手を想定した表現になっていない
・質疑応答も含め、やや頼りない発表
・発表時間を超過している

≪評価の基準≫
項目

❸⑩ルーブリック評価表 
本校発表会で使用したルーブリック評価表を下に示す。 
１）英語研究発表会 

 
 
 
 
 
 
 
２）生徒研究発表会 
 
 
 

SSH English Presentation Evaluation 
　　　　　　　　　　                  Score
Point of Evaluation 5 4 3 2

Relying on scripts all the
time.
Unclear pronunciation, and
too fast/slow pace, hard to
understand.

1

 Visual Aids
All slides are well-
organized, well-designed
and very easy to
understand.

All slides are well-
organized  and easy to
understand.

A few parts could be
improved but still easy to
understand.

Some parts need to be
improved. The
presentation was not easy
to understand.

Many slides need to be
improved. The
presentation was hard to
understand.

Delivery

Not relying on scripts at
all.
Clear pronunciation, good
pace and vocabulary, easy
to understand.

Not relying on scripts.
Clear pronunciation, good
pace and vocabulary.

Relying on scripts a little.
Some unclear
pronunciation, or fast/slow
pace but generally easy to
understand.

Relying on scripts many
times.
Unclear pronunciation and
too fast/slow pace, not
easy to understand.

Contents
Well-organized, including
Q&A, and having an
advanced understanding
of their research.

Well organized, including
Q&A, and having a good
understanding of their
research.

The research was generally
well done, but there are a
few parts which couldn't
be understood or
explained.

Some parts need to be
summarized, and they
don't seem to fully
understand and explain
what they have researched.

They couldn't summarize,
explain or understand their
research very well.
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Ⅲ
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レ
探
究
①
-2
(情
報
収
集
共
有
①
)

⑨
⑨

進
路
活
動
と
の
連
携

月
③

火
⑨

⑩
プ
レ
探
究
①
-3
(情
報
収
集
共
有
②
)

⑩
⑩

進
路
活
動
と
の
連
携

火
―

昭
和
の
日

水
ー

備
品
移
動

⑪
S
S
H
全
国
大
会
参
加
報
告
会

水
③

月
ー

片
付
け

⑫
プ
レ
探
究
①
-4
（仮
説
設
定
・研
究
倫
理
）

木
②

火
曜
授
業
①
～
⑦

火
ー

文
化
祭
代
休

月
ー

子
ど
も
の
日

水
ー

文
化
祭
代
休

火
ー

振
替
休
日

月
ー

敬
老
の
日

水
④

火
⑩

月
④

水
⑪

火
③

月
⑩

水
⑤

火
ー

秋
分
の
日

月
ー

前
期
中
間
考
査

水
⑫

火
ー

前
期
中
間
考
査

月
ー

秋
季
休
業

水
ー

前
期
中
間
考
査

火
ー

秋
季
休
業

月
ー

金
曜
授
業
①
～
⑥

火
④

球
技
大
会
予
備
日

水
⑥

球
技
大
会
予
備
日

月
⑤

英
語
研
究
発
表
会
予
選

火
⑤

水
⑦

土
S
S
H
英
語
研
究
発
表
会

月
⑥

火
⑥

水
⑧

月
ー

三
者
面
談

火
ー

三
者
面
談

水
ー

三
者
面
談

月
⑦

火
⑦

水
⑨

金
開
校
記
念
日

月
⑧

探
究
活
動

ス
ラ
イ
ド
の
作
り
方
(全
体
)①
シ
ナ
リ
オ

探
究
活
動

中
間
報
告
用
ポ
ス
タ
ー
（ス
ラ
イ
ド
？
）作
成

中
間
報
告

❸
⑪
理
数
探
究
予
定
表

探
究
活
動

活
動
内
容
（予
定
）

探
究
計
画
確
認
・探
究
活
動
開
始

探
究
活
動

探
究
活
動

探
究
活
動
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理
数
探
究
　
予
定
表

月
日

曜
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

備
考

月
日

曜
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

備
考

Ⅰ
月
日

活
動
内
容
（予
定
）

Ⅱ
月
日

Ⅲ
月
日

活
動
内
容
（予
定
）

水
ー

⑤
⑥
体
育
祭
予
行

金
⑳

水
曜
授
業
①
～
⑥

⑬
プ
レ
探
究
①
-4
（実
験
計
画
構
想
・対
話
）

⑪
⑪

進
路
活
動
と
の
連
携

月
⑫

火
⑱

⑭
プ
レ
探
究
①
-5
（探
究
計
画
発
表
）

⑫
⑫

進
路
活
動
と
の
連
携

火
⑪

水
㉑

⑮
探
究
テ
ー
マ
設
定
・問
い
の
設
定

⑬
⑬

進
路
活
動
と
の
連
携

水
⑬

火
⑲

⑯
問
い
の
設
定
(外
部
講
師
？
)

⑭
⑭

進
路
活
動
と
の
連
携

月
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

水
㉒

⑰
ポ
ス
タ
ー
の
作
り
方
に
つ
い
て
(全
体
)①

⑮
⑮

進
路
活
動
と
の
連
携

火
ー

午
前
授
業

火
⑳

研
究
発
表
会
予
選

⑱
ポ
ス
タ
ー
の
作
り
方
に
つ
い
て
(全
体
)②

⑯
⑯

進
路
活
動
と
の
連
携

水
ー

後
期
一
次
考
査

水
―

1
年
総
合
学
力
テ
ス
ト

⑲
ポ
ス
タ
ー
作
成

⑰
以
降
特
編
授
業
の
た
め
未
定

月
ー
後
期
一
次
考
査

土
S
S
H
生
徒
研
究
発
表
会

⑳
ポ
ス
タ
ー
作
成

⑱

火
⑫

火
㉑

㉑
ポ
ス
タ
ー
作
成
・発
表
練
習

⑲

水
⑭

水
㉓

㉒
ク
ラ
ス
内
発
表
(構
想
発
表
会
)

⑳

月
⑬

火
㉒

㉓
生
徒
研
究
発
表
会
反
省
・振
り
返
り

㉑

火
⑬

水
ー

建
国
記
念
の
日

以
降
特
編
授
業
の
た
め
未
定

㉒

水
⑮

火
ー

午
前
授
業

金
⑭
月
曜
授
業
①
～
⑦

水
ー

学
年
末
考
査

月
ー
文
化
の
日

火
ー

学
年
末
考
査

火
⑭

水
ー

学
検
会
場
準
備

水
⑯

火
？

追
検
査

月
⑮

水
？

火
⑮

火
？

水
⑰

水
？

月
⑯

火
？

火
⑯

水
？

水
⑱

月
ー
振
替
休
日

火
⑰

水
ー

駅
伝
前
日

月
ー
特
編
5
0
分
×
4

火
ー

2
年
修
学
旅
行

水
ー

修
学
旅
行
特
編

月
ー
午
前
授
業

火
ー

後
期
二
次
考
査

水
ー

後
期
二
次
考
査

火
ー

5
0
分
×
③
④
⑤
⑥

水
⑲

5
0
分
×
③
④
⑤
⑥

火
ー

水
ー

全
校
集
会

探
究
活
動
o
r要
旨
・ス
ラ
イ
ド
・ポ
ス
タ
ー
作
成

活
動
内
容
（予
定
）

探
究
活
動

探
究
活
動

探
究
活
動

ス
ラ
イ
ド
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
り
方
(全
体
)②
レ
イ
ア
ウ
ト

英
語
研
究
発
表
会
に
向
け
て

以
降
特
編
授
業
の
た
め
未
定

探
究
活
動
o
r要
旨
・ス
ラ
イ
ド
・ポ
ス
タ
ー
作
成

要
旨
・ス
ラ
イ
ド
の
作
り
方
(全
体
)③
デ
リ
バ
リ
ー

発
表
練
習

発
表
練
習

研
究
発
表
会
予
選

研
究
発
表
会
反
省
・振
り
返
り
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